


[bookmark: _GoBack]令和○年（ワ）第○○○号　保証債務請求事件　　　　　　　　　直送済
原告　甲山一郎
被告　乙川次郎

証　拠　申　出　書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和○年○月○日

　○○地方裁判所民事第○部○係　御中

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原告　甲　山　一　郎　　　印

（証人尋問の申出）
　１　証人の表示
　　　〒○○○－○○○○
　　　東京都××区△△○丁目○番○○号
　　　乙　川　明　子（呼出し・主尋問２０分）
　２　立証の趣旨
　　(1)　被告の乙川明子に対する連帯保証契約締結の代理権授与の事実
　　(2)　被告の追認の事実
　３　尋問事項
　　　別紙尋問事項記載のとおり




別紙
尋　問　事　項（証人　乙川明子）
１　原告と乙川明子が知り合った経緯
２　明子が本件借入れを申し込んだのはいつか。
３　原告は、それに対し、どう応答したか。
４　明子は、原告に対し、被告の連帯保証についてどのように話したか。
５　明子は、原告に対し、本件連帯保証につき被告が承諾していると言ったか。
６　その際、明子は、被告の実印と印鑑登録証明書を持参していたか。明子は、被告の実印と印鑑登録証明書をどのようにして入手したか。
７　その際、明子は、被告の勤務先と電話番号を原告に教えたか。
８　その際、原告は、被告に確認のために電話すると言っていなかったか。
９　▽▽司法書士事務所で話合いをした際、被告は、原告に本件連帯保証につきどのような責任を取ると言ったか。
10　その際、被告は、返済方法につきどのように言ったか。
11　明子が５０万円を原告に交付した趣旨は、どのようなものであったか。
12　明子は、５０万円を原告に交付したことをいつ被告に話したか。
13　▽▽事務所での話合いの際、明子が５０万円の交付につき被告に話さなかったとすれば、その理由は何か。
14　その他、これらに関連する一切の事項
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上


2

